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もしも意識を失って倒れている人に出
会ったら、なんとか助けたい、この人のた
めに何かしてあげたいとみなさん思われる
でしょう。しかし、その人に何をすればよ
いのかわからず、おろおろとしてしまいま
せんか。そのような時はすぐに救急車を呼
んでください。でも救急車はすぐには到着
しないことがあります。そんな時にそばに
いる人ができること、それが救急蘇生法

（一次救命処置）です。消防署などで講習
会が開かれていますが受けたことがあり
ますか？

病院の中でも入院している患者さんが急
変したり、外来受診されている患者さんが

急に倒れたりすることがあります。そうし
た場合に、その場に居合わせた病院の職員
が適切に一次救命処置をできるよう講習会
を開いています。はじめて胸骨圧迫（心臓
マッサージ）や人工呼吸をしたりAEDを
使ったりすることは職員でも不安が大きく
緊張してしまいますが、人形を使って何度
も練習すると1時間後には上手にできるよ
うになります。

いつどこで緊急の場面に出会うかわかり
ませんので、このような救急蘇生法を学ぶ
機会がありましたら、みなさまもぜひ参加
してみて下さい。

救急看護認定看護師　酒 井　麻希子

手術は一生のうちで何度も経験するもの

ではありません。また、手術の大小を問わ

ず体にメスを入れるという行為は、生命を

脅かすものと言えます。手術が決定してか

らその日が近づくにつれて、心配事がどん

どん増えていくようなことがあるかもしれ

ません。「手術室ってどんな所だろう」「ど

ういう風に手術が進んでいくの？」「何を

準備しておけばよいのか」「どんな麻酔で

手術を行うのか」「麻酔が痛いって聞いた

けど…」「手術後はどれくらい痛いのかな」

「痛みの対処法はどうしたらよいのか」「手

術の後はどれくらいで動けるのか」「手術

後、家に帰ってから何か起こった時には？」

などなど。少しでもそのような心配事を解

決してもらうために、手術看護認定看護師

がいます。普段は手術室で勤務しており、

患者さんのすぐそばで少しでも安心して手

術が受けられるように、看護にあたってい

ますが、手術に関わる全ての事に携わって

います。手術について何か不明な点、心配

事がありましたら、いつでもご相談下さい。

病棟・外来を問わず訪問させていただき

ます。

手術看護認定看護師　米 村　雅 美
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